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 シーラントテープＳＴは、耐水性および熱安定性等に優れるブチルゴムをベースとした防水用両面ブチル 

テープです。長期気密性が必要な住宅建材部品の接合からセメント構造体の接合等土木建築分野に至るまで幅

広く使用されています。 

 

 

１．特長 

①ブチルゴムを素材に使用しているため、優れた防水・防湿・気密性が得られます。 

②ゴム、プラスチックや、金属、セメント等の無機材料まで幅広い素材に接着できます。 

③－３０℃の低温から１２０℃の高温まで幅広い温度域での長期耐久性に優れます。 

④シックハウス原因物質であるホルムアルデヒド、トルエン、キシレン等の指定対象物質を含んでいません。 

⑤ＳＴ－ＥＷは、水膨張性を兼備した両面テープで、外部から侵入する水分を自己膨脹により吸水すること 

で優れた止水性を発揮します。 

 

 

２．用途 

・防水シートの重ね目の接合、屋根瓦防水、サッシ廻り等住宅建築部材のシール用。 

・シールドトンネルのセグメント、防火水槽等のボックスカルバート、その他止水の必要なコンクリート二 

次製品等のシール用。 

 

 

３．形状 

  形状については各種寸法を取り揃えています。詳細は、下記までお問い合わせ下さい。 

 

  お問い合わせ 

 

 

         〒370-0071 群馬県高崎市小八木町３０６番地 

                     TEL 027-362-7510   FAX 027-362-7561 

                    URL：http://www.des.co.jp 

http://www.des.co.jp/
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１．一般物性 

  ST-12  ST-13  ST-14  ST-19  ST-C2 ST-EW2 ST-70A 

特徴 土木汎用 建築汎用 土木汎用 
土木 

耐ｸﾘｰﾌﾟ 
高粘着 

土木 

水膨張 

建築 

自然加硫 

針入度 63 61 63 42 106 59 70 

比重 1.34 1..28 1.49 1.62 1.26 1.27 1.28 

ボールタック 32< 32< 32< 32< 32< 32< 32< 

ループタック (gf) 400 390 520 230 760 320 570 

180°粘着力 (N/10mm) 3.3 3.1 2.7 2.7 3.1 0.27 * 

引張剪断接着強さ  

 (MPa) 

鉄 0.23 0.17 0.17 0.28 0.09 0.29 * 

EPDM 0.24 0.25 0.26 0.20 0.07 0.24 * 

剥離接着強さ 

(kN/m) 

鉄 0.83 0.83 0.44 0.67 0.93 0.95 * 

EPDM 0.40 0.44 0.58 0.20 0.13 0.15 * 

ｸﾘｰﾌﾟ変位 (mm) 2.0 7.0 1.5 0 15< 0 - 

水膨張倍率（倍） － － － － － 1.5* - 

    *別紙、技術資料参照。 

 ※上記データは、当社で測定した一例を示したものであり、品質を保証するものではありません。 

 

２．試験方法 

（１）針入度試験（ＪＩＳ Ｋ２２０７） 

  石油アスファルトの針入度試験方法に準拠し測定。 

  混練したブチルコンパウンドよりプレスシ－トを作製、シ－トを重ねて試料を作製。 

  ２１℃±３の恒温室にて試料を一昼夜以上放置後、針入度をｎ＝５で測定。（針入時間：５秒） 

 

 

（２）比重（ＪＩＳ Ｋ６２６８） 

  混練したブチルコンパウンドより、プレスシートを作製しＪＩＳ Ｋ６２６８に準拠して比重を測定。 

 

 

（３）ボールタック試験（ＪＩＳ Ｚ０２３７） 

  長さ１００ｍｍのブチルテープを傾斜角３０°の傾斜台上に貼り、所定の径（１／３２インチ～３２／３２＝

１インチ）の鋼球を転がした際に、ブチルテープ上に静止した最大径のボールを記録した。 

・測定温度：２１℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０°

ブチルテープ

１００ｍｍ

助走路

１００ｍｍ
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（４）ループタック 

  ブチルテープを円盤に巻き付け、ＥＰＤＭシートに１０秒間圧着（図ａ）、次に５００ｍｍ／分の速度で円盤

を垂直方向へ引き上げ（図ｂ）、ＥＰＤＭシートからの剥離に要した力を測定した。 

・測定温度：２１℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）１８０°粘着力（ＪＩＳ Ｚ０２３７） 

 ブチルテープを幅２５ｍｍに裁断し、下図のように幅２５ｍｍのステンレス板（ＳＵＳ３０４）に接着させた。

次に、２１℃にて引張速度＝３００ｍｍ／ｍｉｎ．で１８０°方向にテープを引張った際の強度を測定した。 

 

 

 

 

 

 

（６）引張剪断接着強さ（ＪＩＳ Ｋ－６８５０） 

  １００ｍｍ×２５ｍｍの２枚の被着体間に２５ｍｍ×２５ｍｍの形状に加工したブチルテープをサンドイッチ

後、２１℃にて３００ｍｍ／ｍｉｎ．の速度で長軸方向に引っ張った際の強度を測定した。 

   

 

 

 

 

 

  尚、被着体としてＥＰＤＭを使用した際は、予め被接合面をＣＲ溶剤系接着剤でプライマー処理したものを使

用した。 

 

（７）Ｔ型剥離接着強さ（ＪＩＳ Ｋ－６８５４） 

  ９０°に曲げ加工した２枚の被着体間に７５ｍｍ×２５ｍｍの形状に加工したブチルテープをサンドイッチ

後、２１℃にて５０ｍｍ／ｍｉｎ．の速度で垂直方向に引っ張った際の強度を測定した。 
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（８）クリープ試験（当社法） 

  ブチルテープを１５０ｍｍ×２５ｍｍの２枚のＥＰＤＭシート間に挟み、２１℃にてＥＰＤＭシートの下端に

１ｋｇの荷重を吊り下げた際の、２４時間後の位置ずれ（変位）を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）水膨張倍率 

  ２１℃の環境下にて、２０ｍｍ×５０ｍｍ×２ｍｍｔ（ｎ＝３）の試料を作製し、蒸留水に浸漬して経時の重

量変化より水膨張倍率を求めた。 
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粘接着テープ：ＳＴ－７０Ａ 

 

 

 

概要 

   

・粘接着テープＳＴ－７０Ａは、耐水性・耐候性・耐久性に優れるブチルゴムを主成 

分とした反応型粘接着テープです。 

・ＳＴ－７０Ａは、常温にて硬化反応が進行するため従来のブチルゴム系粘接着テー 

プと同等の接着性を維持しつつ、高い接着強度・耐久性が得られます。 

・ＳＴ－７０Ａは、シックハウス物質であるトルエン、キシレン等の溶剤を含んでお 

らず、環境に配慮した組成となっています。 

・主に、ＥＰＤＭ系防水シートや住宅部材の接合に使用されています。 

 

 

 

                  目次 

                                  

                           １．加硫特性 

                           ２．被着体別接着強さ 

                           ３．熱時接着強さ 

                ４．接着耐久性 

           

１．加硫特性 

 

（１）引張強さの経時変化 

 ＳＴ－７０Ａおよび一般のブチルゴム系粘接着テープをＪＩＳ－２号ダンベルの形状に加工し、これを 

８０℃の雰囲気にて養生を促進させた後、ＪＩＳ Ｋ－６２５１に準じ 

２１℃での引張強さを測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般のブチルゴム系粘接着テープは加熱養生を行っても強度変化は生じませんが、ＳＴ－７０Ａは、養生

により強度が向上することが示されます。 

このことからＳＴ－７０Ａは施工後、常温で放置することで反応が進行し、強度が向上することが示唆さ

れます。 

 

図１　ＳＴ－７０Ａ：８０℃養生期間と引張強さの関係
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（２）接着強さの経時変化 

 図２にＥＰＤＭシートを被着体とし、これをＳＴ－７０Ａおよび一般のブチルゴム系粘接着テープで接

合した際の接着強さの経時変化を示します。 

 

①被着体 

 １５０ｍｍ×２５ｍｍ×１．２ｍｍｔのＥＰＤＭゴムシートを被着体上に、プライマーとしてクロロプ

レン系溶剤型接着剤を塗布。５０℃雰囲気にて３０分間溶剤を乾燥後、被着体としました。 

 

②接着試験片 

  ＳＴ－７０Ａを１００ｍｍ×２５ｍｍ×１ｍｍｔの形状に加工。これを①で作製したＥＰＤＭゴムシー

ト間に、接着面積１００ｍｍ×２５ｍｍで接着しました。 

 

 

 

 

 

 

 

③接着強さ測定方法 

  ８０℃にて所定の期間暴露後、ＪＩＳ Ｋ－６８５４に従い、２１℃にてＴ型剥離接着強さを測定しま

した。剥離速度＝５０ｍｍ／ｍｉｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＳＴ－７０Ａは反応の進行により接着強さが向上することが示されます。 
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図２　ＳＴ－７０Ａ：８０℃養生期間と接着強度の関係
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２．被着体別接着強さ 

①被着体 

 ＳＴ－７０Ａの各種被着体に対する接着性を評価しました。尚、先のＥＰＤＭゴムシートのＴ型剥離接

着試験では、クロロプレン系の溶剤系接着剤をプライマーとして使用しましたが、本試験においてはプ

ライマーは使用しておりません。 

 

・プラスチック：ＡＢＳ、ＰＰ、硬質塩ビ 

・ゴム    ：ＥＰＤＭ 

・金属    ：ＳＰＣＣ、Ａｌ＃５０５２、ＳＵＳ＃３０４ 

 

②接着試験片 

  ＳＴ－７０Ａを２５ｍｍ×２５ｍｍ×１ｍｍｔの形状に加工。これを①の被着体間に、重ね合わせ面積

＝２５ｍｍ×２５ｍｍで接着。さらに試験片を８０℃で４日間養生させました。 

 

 

 

 

 

 

③引張剪断接着強さ測定 

 養生後、２１℃にてＪＩＳ Ｋ－６８５０に準じ引張剪断接着強さを測定しました。 

・引張速度＝１０ｍｍ／ｍｉｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＳＴ－７０Ａはプラスチックや金属等、各被着体に対し良好な接着性が示されます。 

 特に、一般に接着し難いとされるＰＰに対しても良好な接着性が示されます。 
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図３　ＳＴ－７０Ａ：被着体別接着強さ
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３．熱時接着強さ 

 図４にＥＰＤＭシートを被着体を接合した際の温度別の接着強を示します。 

 

①被着体 

  １００ｍｍ×２５ｍｍ×１．２ｍｍｔのＥＰＤＭゴムシートを被着体上に、プライマーとしてクロロプ

レン系溶剤型接着剤を塗布。溶剤を乾燥後、被着体としました。 

  

②接着試験片 

  ２と同じ要領でＳＴ－７０Ａ、ブチルゴム系粘接着テープをＥＰＤＭシート間に接着。各被着体を８０

℃雰囲気に４日間養生後、各温度での引張剪断接着強さを測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＴ－７０Ａは反応の進行により高温域でも高い接着さを示します。 

  

 

４．接着耐久性 

  被着体としてＥＰＤＭシートを用いた際のＳＴ－７０Ａの接着耐久性を図に示します。  １００℃雰囲

気および６０℃・相対湿度９０％においても接着強さは殆ど変化せず、耐久性に優れることが示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４　ＳＴ－７０Ａ：熱時接着強さ
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図５　ＳＴ－７０Ａ：１００℃耐熱性
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図６　ＳＴ－７０Ａ：６０℃・９０％ＲＨ耐湿性
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